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ごあいさつ

いつも変わらない愛の心をもって、カリタスジャパンの活動を支援してくださる
皆様に、心から感謝申し上げます。今年も、カリタスジャパン年次報告書をお届け
いたします。
「誰ひとり排除されてよい人はいない」と強調される教皇フランシスコの呼びかけ

に応え、国際カリタスは現在、難民・移住者を支援するキャンペーンを世界レベル
で展開しております。母国を離れ旅に出ざるを得ない多くの人たちには、それぞれ
異なる背景があり、それぞれの物語があります。その一人ひとりが抱える物語に耳
を傾けることで、「難民」とか「移住者」と十把一絡げに取り扱うのではなく、尊厳
を持った神に愛される存在として支え合っていこう。そう呼びかける国際キャンペー
ンは、英語で「Share the Journey（旅路を分かち合う）」と名付けられ、「出会いの
文化」をはぐくむことから、誰も排除されない世界を生み出していこうとするもの
です。日本では、「排除 ZERO キャンペーン」と名付け、広く呼びかけを行っており
ます。

2011 年 3 月 11 日以来、東日本大震災によってもたらされた各地の被害からの復興
活動も、カリタスジャパンの最優先課題として継続しております。世界各地で猛威
を振るう自然災害や、終わることのない地域紛争の被害への支援活動も続きます。
被災の地で、紛争の地で、復興の地で、多くの人がそれぞれの旅を続けています。

カリタスジャパンの活動は、そういった困難に直面する人たちに経済的な支援を
提供するだけにとどまりません。カリタスジャパンは、さまざまな出会いを大切に
することで、多くの人が互いに知り合い、支え合い、排除することなく生きていく
世界を生み出すことができるようにと、国内外で支援活動を続けてまいります。

すべての人が、互いを尊重し、支え合って生きていく世界をこそ、いのちの与え
主である神が望んでおられると信じているからです。

誰ひとりとして排除されることのない、神の望まれる世界を実現できるように、
ともに歩んで参りましょう。

カリタスジャパン
責任司教
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教皇は毎年、四旬節に向けてメッセージを発表し、キリストを信じるすべての人
が四旬節の精神をよく理解して、回心と愛のわざに励むよう呼びかけます。この
呼びかけにこたえて日本のカトリック教会は、虐げられ、差別され、見捨てられ、
いのちの危機にさらされている人たちとの共感を大切にするよう一人ひとりに訴
えるとともに、四旬節中の「愛の献金」を奨励しています。

（カトリック中央協議会　カトリック情報ハンドブック 2018）

■ 2017 年四旬節教皇メッセージテーマ
「みことばは　たまもの、他の人々は たまもの」

■四旬節キャンペーン小冊子	 58,000 部 発行
教皇フランシスコの四旬節メッセージ、支援先プロジェクトの紹介などを掲載。

■組み立て式募金箱	 25,000 部 発行

■献金袋	 63,000 部 発行

皆さまからの献金・募金は、最も支援を必要とする人々へ
皆さまからの献金・募金は、貧困、災害などに苦しむ多くの人の命を守り、

自立を助けるために使われます

2017年度献金・募金総額 ¥357,282,521

四旬節献金 ¥61,102,411
国内援助 ¥9,741,086
海外援助 ¥32,267,052
海外緊急災害 ￥24,793,924
国内緊急災害 ¥8,488,453
クリスマス募金 ¥26,196,399
マンスリーサポーター募金 ¥6,917,500
事務局運営寄付 ¥794,466
東日本大震災 ¥186,981,230
国内からの募金 ¥15,793,288
海外からの募金 ¥171,187,942

四旬節愛の献金　キャンペーン
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援助部会

■国際カリタスから全世界に出された、災害・紛争時における緊急支援要請
　（Emergency Appeal）への対応　41 件
■各国カリタスと連携した、海外における開発プロジェクト実施支援　31 件
■国内の草の根レベルで活動する団体への支援（熊本地震含む）　16 件

2017年度援助総額　　¥369,085,562

地域別支援額（単位：千円）
東日本大震災 147,074

日本国内（熊本地震含む） 45,912 20.7％
アジア・オセアニア 98,886 44.5％
アジア全般 5,287
インド 6,701
カンボジア 4,545
キルギス 1,779

スリランカ 3,419
ネパール 36,522
パキスタン 7,367
バングラデシュ 16,921

フィリピン 1,302
ミャンマー 6,872
モンゴル 8,171

アフリカ 39,634 17.9％
アフリカ全般 5,266
ウガンダ 11,319
ケニア 3,286
コンゴ民主共和国 2,238
セネガル 1,318
シエラレオネ 1,337

スーダン 3,393
ソマリア 1,209
中央アフリカ 1,302
ナイジェリア 1,220
ニジェール 1,232
ブルンジ 1,169

マダガスカル 1,202
マラウィ 1,153
南スーダン 1,209
ルワンダ 1,781

ラテンアメリカ・カリブ 12,460 5.6％
アンティル諸島 1,122
コロンビア 1,128
ドミニカ共和国 1,138

チリ 1,113
ハイチ 2,306
ベネズエラ 2,284

ペルー 1,113
メキシコ 2,256

中近東 16,362 7.4％
イラク 3,396
シリア 5,013

パレスチナ 2,280
ヨルダン 4,556

レバノン 1,117

欧州 8,739 3.9％
ウクライナ 1,329
ギリシャ 1,290

セルビア 1,213
国際カリタス 4,907

総計（東日本大震災以外） 221,993 100％

国際カリタス
緊急支援要請
55%

移住労働者・難民支援　10%
国際カリタス
緊急支援要請
55%

開発
プロジェクト
45％

教育支援　11%
分野別（海外）

コミュニティエンパワメント支援　8%
カリタス組織能力強化支援　5%
保健・公衆衛生　3%
平和構築　2%
災害リスク管理　2%
その他　4%

全世界のカリタスと連携し、各地で厳しい生活を余儀なくされている人々の自立を
後押しします。緊急災害や戦災からの復興、貧困の撲滅、人権、教育、保健衛生な
どを優先事項として「今、最も必要とされている」支援を行います。
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援助部会

■開発援助
メコン地域での安全な移住労働と反人身
取引プログラム

特にアジア地域においては、移住労働者
の人権が守られず、人身取引の問題が深
刻化しています。この課題解決に対して、
メコン川流域諸国が連携し、送出国、受
入国の双方が力を合わせてケースワーク
に取り組み、各国の政策提言に活かして
いくためのプログラムを支援しました。

■国際カリタス緊急支援要請
寒雪害被災地域における遊牧民世帯救援

気候変動の影響で年々激しさを増すモン
ゴル特有の寒雪害（ゾド）により、多く
の家畜が凍死し、遊牧民は深刻な被害を
受けています。カリタスモンゴルの実施
する緊急支援（食料や日用品の配布）と
災害対応能力強化を支援しました。

■国内援助
難民認定申請者支援

日本における難民認定率は非常に低く、
庇護を求めて日本に逃れてきた人々は、
社会の中で脆弱な立場に置かれています。
難民申請者への生活支援を行う団体を支
援しました。

出張授業
7 月 3 日（月）
聖心女子学院（東京）10 年生「宗教」
テーマ：自己を知る・世界を知る

11 月 9 日（木）
星美学園（東京）高校 3 年生「総合」
テーマ：�途上国の女性の現状とカリタス

の女性支援
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啓発部会

現実社会の中で、人権やいのちを脅かされている人々の状況、それに関わる問題
や社会的課題に向き合い、研修会やセミナーの開催、小冊子の発行、メッセージ
の発信などを通して、課題の共有や理解の促進を行います。

■活動テーマ（2017-2019）
「排除のない多様性社会をめざして」

　2007 年からの約 10 年にわたる「自死と孤立」
の取組みから、「孤立の悲劇的、最終的な結末が
自死／自殺である」ということ、そして「孤立し、
自死／自殺に追いやられていく過程、追いやる
社会」「そのような社会の中で、教会が生きる支
えになるためにはどうしたら良いのか」という
ことに着眼して取り組んできました。
　その取組みを踏まえて、2017 年からの啓発部
会活動テーマを「排除のない多様性社会をめざ
して」とし、身近にある排除志向、不寛容さに
目を向け、個人として、教会共同体として、地
域として、多様性に向き合い、互いを認め合う
排除のない社会の構築をどのように目指せるか
をともに考えていく機会を作る活動を行ないま
す。

■連続セミナー（2017年 9月～ 11月）
9 月 16 日（土）サクラファミリア（大阪）
10 月 21 日（土）藤女子大学（札幌）
11 月 11 日（土）YMCA 青少年センター（東京）＊

＊ SIGNIS ASIA 東アジア会議日程の中で実施。

■第 5回韓日カトリック自殺対策シンポジウム（ソウル）
日　時：2017 年 11 月 3 日（金）
場　所：ソウル大司教区司教座明洞大聖堂　コストホール
参加者：約 200 名
日本側講師： 嘉松宏樹（元カトリック中央協議会） 

竹本了悟（浄土宗本願寺派総合研究所）
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国際カリタスは、2017 年 9 月 27 日から約 2 年間「移住者・難民」をテーマとする
キャンペーン“Share the Journey”を立ち上げました。このキャンペーンでは、移住者・
難民に関わる全てのコミュニティ（彼らの出身国、通過国、受入国）において「出
会いの文化」を育むことを目指し、国際カリタスに加盟する 165 のカリタスによっ
て同時、かつ、それぞれの地域性を生かしながら実施されています。

日本国内では、カリタスジャパンとカトリック難民移住移動者委員会（J-CaRM）
との共同で「排除 ZERO キャンペーン〜国籍をこえて人びとが出会うために〜」を
推進しています。

2017年度実施行事
　10 月 15 日（日）	 吉祥寺教会（東京）のバザーにてキャンペーン紹介
　10 月 22 日（日）	 市川教会（千葉）の国際ミサ後の集いにてキャンペーン紹介
　11 月 23 日（木・祝）	� J-CaRM 全国研修会 2017（大阪　サクラファミリア）にて、

分科会を担当
　11 月 26 日（日）	 麻布教会（東京）のバザーにてキャンペーン紹介
　12 月 17 日（日）	 足利教会（栃木）にてキャンペーン紹介

キャンペーングッズ
　　■祈りのカード

　　�ベトナム語、ポルトガル語、スペイン語、タガログ語、韓国語、中国語、英語、
フランス語、日本語の祈りが掲載されているカードを作成した。

　　■出会いのボールペン
　　�ロールシートボールペンを作成。シートを開くと祈りや互いのメッセージを

書くことができる。

排除ZEROキャンペーン
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（宗）カトリック中央協議会
カリタスジャパン
135─8585　東京都江東区潮見 2─10─10　日本カトリック会館
Phone: 03─5632─4439   Fax: 03─5632─4464
E-mail: info@caritas.jp

https://www.caritas.jp
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

募金受付口座
郵便振替口座：00170─5─95979　（宗）カトリック中央協議会　カリタスジャパン
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

ゆうちょダイレクト、その他の金融機関からの送金の場合は「ゆうちょ銀行　〇一九
（ゼロイチキュウ）店　当座　0095979」となります。その際は、別途事務局まで、お
名前、金額、ご意向をお知らせいただきますようお願いいたします。

写真
表　紙：バングラデシュ　初等教育活動の様子
裏表紙：バングラデシュ　村運営小学校の子どもたち
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